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楽
し
み
に
し
て
い
た
、
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
と
冷
え
た
ビ
ー
ル
等
に
舌
鼓
を

打
ち
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
お
肉
の
苦
手
な
方
に
は
事

前
に
要
望
を
お
聞
き
し
て
「
弁
当
」

を
用
意
し
ま
し
た
。 

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
僚
や

先
輩
後
輩
と
の
昔
話
や
近
況
に
時

間
が
過
ぎ
、
充
実
し
た
楽
し
い
１
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

来
年
も
あ
る
と
よ
い
で
す
ね
！
。 

順 位 氏  名 サークル 

優 勝 山本 和範 交流会幹事 

準優勝 小澤 正春 ゆうじ会 

１ 位 三好 和夫 四木会 

２ 位 高正 弘明 四木会 

3 位 堀内 勝美 個人参加 

 

札
幌
退
職
者
の
会
の
年
中
行
事

の
一
つ
で
あ
る
【
さ
く
ら
ん
ぼ
狩

り
】
が
７
月
２
５
日
（
木
）
仁
木
町

に
あ
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
山
観
光
農

園
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
薄
曇
り
の
な
か
、
受
付
時

間
の
８
時
４
５
分
か
ら
集
合
場
所

の
市
民
ホ
ー
ル
前
広
場
に
は
新
入

会
員
２
名
を
含
む
１
７
５
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
集
合
後
、
担
当
幹
事

の
誘
導
に
従
い
５
台
の
バ
ス
に
分

乗
し
て
一
路
仁
木
町
に
あ
る
「
さ
く

ら
ん
ぼ
山
観
光
農
園
」
へ
。
札
幌
西

～
余
市
間
は
高
速
道
路
を
利
用
し

て
、
途
中
、
金
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

で
休
憩
後
、
目
的
地
へ
。
到
着
後
、

観
光
農
園
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
説
明

を
受
け
た
後
、「
佐
藤
錦
」
や
「
紅
キ

ラ
リ
」
等
々
お
好
み
の
樹
を
探
し
な

が
ら
思
う
存
分
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

今
年
も
、
昨
年
と
同
様
に
参
加
者

一
同
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
堪
能
し
て 

７月３日（水）、晴天の下、石狩市のシャトレーゼ CC石狩コース
で、退職者の会に登録されているゴルフサークルの交流コンペが開催
されました。 
参加者２７名は日頃のサークル活動で培った腕前を存分に発揮して、
普段以上の真剣なプレーで戦いながらも、ゴルフ仲間との交流を大い
に深め、健康でゴルフができることを喜び合いました。 
表彰式はクラブのレストランで昼食を取りながら行い、佐野会長か

ら賞品等が授与されました。結果は以下の通りです。 
 

 

【この樹甘いよ～】 

【ジンギスカンにはビールがいいね！】 

『ゴルフサークル交流コンペ』開催される！ 
～優勝は❝交流会幹事❞の山本和範さんに～ 

【ゴルフサークル交流コンペ開催】 

「
吉
川
さ
お
り
」
４
選
に 

会
員
の
皆
様
ご
家
族
の
支
援
を
！ 

 

来
年
７
月
実
施
予
定
の
第
２
７
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
組
織
内
議
員
の
「
吉

川
さ
お
り
」
議
員
を
比
例
代
表
と
し
て
擁
立
を
決
め
て
い
ま
す
。 

「
吉
川
さ
お
り
」
議
員
は
３
期
に
亘
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
の
改
正
問
題
や
社
会
保

障
制
度
充
実
に
向
け
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

４
選
勝
利
に
向
け
支
持
・
支
援
の
輪
の
拡
大
を
会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

 

★
★
★ 

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
懇
親 

★
★
★ 

❝
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
❞
食
べ
て
満
足
！ 
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第
４
回 幹

事
会
開
催
さ
れ
る 

・恒例の札幌退職者の会「親睦パークゴルフ大会」を下記
の通り開催します。 

・夏空の下で思いっきりパークゴルフを楽しみ、日頃の練
習成果を存分に発揮して、仲間の皆さんと親睦を深め合
いましょう。 

・大勢の皆様の参加をお待ちしています。 
 

記 
◆日 時 ８月２３日（金）９時スタート 
     ８時受付開始 ８時３０分開会式 
◆場 所 札幌パークゴルフクラブ「福移の杜」 
     札幌市北区篠路町福移 154-3 
     ☎ 011-374-8000 
◆対象者 札幌退職者の会会員及び配偶者・NTTOB 
◆参加費 一人 １，０００円 
◆競 技 ３６ホールストロークプレー 
◆入 賞 団体賞（各地区毎の上位 

５名の合計点数） 
     個人賞なし 

ホールインワン賞・ 
参加賞あり 

◆〆 切 ８月９日（金） 
◆申込先 電話 011-222-4771 
     FAX011-222-0017 
     （札幌退職者の会事務局 

 安部・沖） 
※サークル会員の方は、サークル代表 
者を通し申し込み願います。 

親睦『パークゴルフ大会』のご案内 

★
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
点
検

し
ま
し
ょ
う
。（
停
電
に
備
え

て
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ホ

の
充
電
対
策
、
懐
中
電
灯
等

は
置
く
場
所
を
決
め
て
お

く
） 

★
災
害
時
の
連
絡
方
法
・
連
絡

先
や
避
難
先
等
を
確
認
し
、

家
族
で
共
有
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。 

★
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ス
マ
ホ

等
で
正
し
い
情
報
を
入
手
し

ま
し
ょ
う
。 

★
地
震
保
険
や
火
災
保
険
の
加

入
状
況
を
確
認
し
、
も
し
も

の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

★
今
年
の
日
本
各
地
の
大
雨
災

害
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
車
で

移
動
す
る
際
は
、
冠
水
す
る

場
所
に
は
近
寄
ら
ず
、
十
分

に
注
意
し
て
移
動
し
ま
し
ょ

う
。 

★
自
宅
が
山
や
崖
の
近
隣
に
あ

る
場
合
は
、
早
め
の
非
難
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

★
会
員
の
安
否
確
認
は
災
害
状

況
が
落
ち
着
い
た
段
階
で
実

施
し
ま
す
。 

 

今
年
度
第
４
回
幹
事
会
が
６
月
６

日
（
木
）
「
か
で
る
２
・
７
」
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

座
長
に
髙
橋
副
会
長
を
選
出
し
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。 

最
初
に
佐
野
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
緊
急
連
絡
先
の
登
録
現
状
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
札
幌
市
の
敬
老
パ
ス
や

福
祉
バ
ス
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

北
海
道
総
支
部
定
居
副
委
員
長
か

ら
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
に
つ
い
て
、
会
社
分

割
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
来
賓

の
方
々
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
報
告
事

項
、
議
題
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

【
会
議
模
様
】 

ぶどう狩り 今年は断念‼ 
 
毎年恒例の秋のぶどう狩りですが、バ

ス会社の運転手の待遇改善やインバウ
ンド（訪日客）の回復により貸し切りバ
スの料金が高騰し、バスの確保が非常に
困難な状況となっており、残念ながら今
年のぶどう狩りは中止とします。 
代替えのイベントについては検討中

です。

９
月
１
日
は 

「
防
災
の
日
」
で
す 

【昨年の開催模様】 
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挨
拶
を
し
て
お
話
を
伺
っ
て
み
る

と
、
毎
年
３
月
下
旬
に
行
わ
れ
て

い
る
「
龍
馬
脱
藩
祭
」
の
第
一
回
目

の
時
に
龍
馬
役
を
さ
れ
た
方
で
、

貴
重
な
お
話
を
色
々
と
お
伺
い
し

ま
し
た
。 

旅
の
良
さ
、
楽
し
さ
を
感
じ
た

時
で
し
た
。 

龍
馬
さ
ん
の
お
墓
は
、
京
都
に

あ
り
ま
す
が
、
ご
両
親
や
乙
女
お

姉
さ
ん
の
お
墓
は
、
高
知
市
内
に

あ
り
、
地
元
の
歴
史
を
築
い
た
沢

山
の
人
達
の
墓
石
と
一
緒
に
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
た
中
に
あ
り
、

お
洒
落
な
道
順
の
看
板
や
立
派
な

石
に
銅
板
を
取
付
け
て
、
お
墓
の

案
内
を
書
か
い
て
あ
る
な
ど
、
整

備
さ
れ
た
方
々
の
熱
意
と
か
に
関

心
・
感
動
し
ま
し
た
。 

健
康
を
維
持
し
て
近
い
う
ち

に
、
ま
た
韮
ヶ
峠
な
ど
に
行
っ
て

脱
藩
の
道
を
歩
い
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
幕
末
の
歴
史
等
に
詳
し
い
方
に

は
、
韮
ヶ
峠
と
い
え
ば
坂
本
竜
馬
さ

ん
が
、
土
佐
藩
か
ら
脱
藩
し
た
場
所

の
峠
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
所
で
、

高
知
県
檮
原
（
ゆ
ず
は
ら
）
町
と
愛

媛
県
西
予
（
せ
い
よ
）
市
と
の
境
に

あ
り
、
二
度
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 土

佐
國
と
伊
豫
國
の
境
を
記
し

た
石
碑
と
境
の
線
が
あ
り
、
そ
の
境

を
跨
い
で
い
る
草
履
の
裏
の
跡
を

模
し
た
物
を
道
路
の
表
面
に
埋
め

て
脱
藩
の
瞬
間
を
イ
メ
ー
ジ
出
来

る
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

龍
馬
さ
ん
は
、
脱
藩
の
日
か
、
そ

の
前
日
に
高
知
市
内
に
あ
る
坂
本

家
の
守
護
神
・
和
霊
神
社
に
参
っ
て

水
杯
を
し
て
脱
藩
し
た
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
自
転
車
を
借
り
て
細
い

道
を
辿
っ
て
訪
れ
て
み
ま
し
た
。 

全
国
か
ら
訪
ね
て
く
る
龍
馬
フ

ァ
ン
が
書
い
た
ノ
ー
ト
が
、
何
冊
か

置
い
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
ゆ
っ

く
り
読
ん
で
い
た
ら
、
山
の
上
の
方

か
ら
お
爺
さ
ん
が
降
り
て
き
た
。
ご 

旅
行
記 

韮
ヶ
峠 

 

宮
森 

義
博 (

東 

区) 

 

 

 

家に来ると、乗れるように

なった自転車、野球、サッカ

ーとジジババは付き合うのが

大変です。帰ったあとはクタ

クタです。 

今は、孫中心の生活です

が、面倒を見れる間は頑張ろ

うかなと思います。 

これからも孫の健やかな成

長を見守って行きたい 

と思います。 

 

孫 紹 介 

 

うちのわんこ 

 

散
歩
の
時
は
、
自
分
は
犬
な
の
に
犬
よ
り

も
人
が
好
き
な
の
で
、
犬
に
は
興
味
が
な
く

飼
い
主
さ
ん
の
方
へ
行
き
た
が
り
ま
す
、
な

の
で
番
犬
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
長
い
時
間
を
過

ご
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ワ
ン
コ
っ
て
本
当
に
可
愛
い
い
で
す
ネ
。 

お
互
い
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

 

山口 政則（北区） 

 

小笠 和恵（白石区） 

 

 

 

こ
ん
に
ち
は
、 

我
家
の
家
族
を
紹
介 

し
ま
す
。 

名
前
は
サ
ン
（
Ｓ 

Ｕ
Ｎ
）
君
で
す
。 

現
在
十
二
才
六
ヶ 

月
の
男
子
で
す
。 

サ
ン
君
は
三
才 

頃
、
沖
縄
か
ら
移
住
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
で

は
す
っ
か
り
北
海
道
犬
と
な
り
毛
も
増
え
て

モ
フ
モ
フ
で
す
。 

雪
が
大
好
き
で
冬
は
外
で
お
昼
寝
し
た
り

し
ま
す
。 

人
の
年
令
に
す
る
と
私
達
夫
婦
と
同
じ
位

で
す
ね
。 

車
が
好
き
で
ど
こ
へ
行
く
に
も
一
緒
で
す
。

北
見
へ
帰
る
時
も
六
時
間
近
く
車
酔
い
も
せ

ず
元
気
に
乗
っ
て
い
ま
す
。 

 

山口生真、今年小学校入

学しました。産まれた時は

未熟児、NICUで３ヶ月入

院していました。その後大

きな病気もなく育ってく

れ保育園も卒園しました。 

入学してからは、息子

夫婦の共稼ぎと、私たち

の家が学校の近くという

事も有り、学校が終わる

と習い事の送り迎え、預

かったりしています。 

 

【土佐國と伊豫國の境を記した石碑】 

【
草
履
の
裏
の
跡
】 



　    ２０２4年（令和6年）７月3１日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

☆ 米 寿
花松　正利 辻本登茂子 三澤　禎一 横山みよ子

☆ 喜 寿 　
吉野　　裕 大竹　一男 任田　俊幸 垣内　亘子 安井　淳子 南　　榮一
二又　直子 高橋　真一 堀田　正嗣 因幡　　満 蒲　　敬夫 安藤　純夫
栗原　廣伸 川上　恒義 越田　照男 川原田　孝 山本　　信 斎藤　　修
佐藤　光範 廣田　民生 佐々木勝博 川名　秀夫 辻　　謙二 大崎　洋子
遠藤　典宏 吉川　幸夫 中井　律哉 植木　千鶴 鈴木　研一 石川冨美雄
真田百合子 高瀬　　明 岡崎　敏郎 白瀬　康雄

☆ 古 希
金澤　健一 猪股　　剛 下川　紀幸 本田　悦子 渡邉　秀樹 福田　文博
芳賀　　昇 関根裕美子 宮本美樹子 辻村登志夫 吉野　健二 田守　俊宏
渡部　亮一 沼崎　　裕 吉田　一泰 久保田妙子 𣕚野木正敏 伊勢谷　均
鈴木　隆男 小川　雅和 佐々木俊治 水上　弘康 山崎　秀治 小笠　和恵
内田　　篤 岡村　直紀 山本　　洋 藤岡　裕司

【本人の訃報】 (受付順)

下山　正道 さん 77歳 (南　区) 没03月09日 城内　悦治 さん 70歳 (石狩市) 没04月09日

佐藤　弘子 さん 89歳 (厚別区) 没05月23日 樋口　静夫 さん 79歳 (手稲区) 没05月28日

吉田　勝衛 さん 93歳 (手稲区) 没05月29日 中平　大悟 さん 75歳 (西　区) 没06月06日

伊藤　静夫 さん 65歳 (東　区) 没06月08日 加藤　勝男 さん 79歳 (北　区) 没06月21日

太田　信明 さん 79歳 (北　区) 没06月24日 橋場　正博 さん 70歳 (北　区) 没06月21日

【配偶者の訃報】 (受付順)

細川  章子 さん 由弘 様 (北　区) 没05月01日 酒井　裕道 さん えつ子 様 (恵庭市) 没05月28日

出口　伸彦 （南　区） 斎藤　鉄也 （白石区） 田中　政宜 （白石区）
小川　哲史 （東　区） 秋葉　康裕 （中央区） 滝本　和義 （中央区）
下山恵津子 （南　区） 川口ヤエ子 （恵庭市） 髙橋　克子 （北　区）
和賀　秀明 （北　区）

、

岡崎　敏郎 沖　　貞一 平崎　　博 畠山みのり 柳澤　俊雄 八田　健一
川村　幸枝 末永　武男 小田　寛二 杉山　　優 藤江照代四 小笠　和恵
吉田　栄子 荒谷美千代 佐野　浩一 藤原　育子 松原　淳二 本間祥一郎
竹田　哲雄 小杉　正規 佐藤　幸子 杉山　正子 藤林　峰夫 高橋　健二
樋田　フク 國本　和子 宮越　宏之 奥山　　力 山本　靖子 石川冨美雄
大谷　俊夫 北村　良一 阿達　孝次 小原　　誠 斎藤　　誠 宮森　　進
神取　　智 深山　茂乃 栗林　敏子 川口　精子 池田　　洋 佐久間博子
安部　秋博 鳴野　一美 小野　　正 渡辺　啓子 津田　昌明 井川　公男
飯村　幹男 高橋　正嗣

　今年度は「緊急連絡先の最新情報」についての取り組みを行ったことから、「会員近況」

の発行は行いません、ご了承願います。

【お盆休み期間の緊急連絡先】　　８月10日（土）～15日（木）

　★ 事務局長　安部秋博　090-8908-6993　★ 事務局次長　沖　貞一　090-2699-7126
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(6月～7月生まれの方) (敬称略)おめでとうございます

新会員紹介 （敬称略）

お悔み申し上げます

会員近況について


